
ユーザーが自分の分身となるアバターを作って、バーチャ
ルワールドでさまざまな人と交流する「cluster（クラスター）」
というメタバースプラットフォームがある。そこに「バーチャル
熊本学園大学」が誕生した。正門から続く銀杏並木の雰囲
気から校舎の細かな意匠まで、リアルに本学が再現されて
いる。プロのエンジニアによる仕事かと思いきや、これを作っ
たのは経済学科4年の市川翠さんだ。
　将来、公務員をめざそうと経済学科に入学した市川さん
は、経済学と合わせて情報分野を学べることに魅力を感じ、
経済学部境章教授（当時）のゼミを選んだ。「ゼミの授業で
境先生に教えてもらったバーチャルワールドに強い興味を持
ち、帰宅して早速調べてみました。そこで初めて『cluster』
を知りました」。公開されているさまざまなワールドをアバター
で巡るだけで心が躍り、特に「バーチャル渋谷」のクオリティ
と盛り上がりに惹かれたという。「見て楽しむだけではなく、自
分の手でこの世界を作りたい」と思い立った市川さんは、初
めて作るバーチャルワールドに、一番身近な場所であるクマ
ガクを選んだ。

　多くのエンジニアがコンテンツ開発の際に使うゲームエン
ジン「Unity（ユニティ）」でバーチャルキャンパスの制作に
臨んだ。とはいえ、高校時代は文系クラスで情報系の技術
を専門的に学んだ経験はなく、バーチャルの世界で「学校
を丸ごと作った」作例も見当たらない。それでも独学で作り
方を学び、時には周りの人にアドバイスを求めながら、少し
ずつ作り込んでいった。「学内の写真を撮って、それに合わ
せてワールドを組み上げていきました。校舎の独特の雰囲

気を出すためにパーツから作ったり、実際の縮尺と同じよう
なサイズ感を体感できるよう設定したりと、微調整も大変で
したね」。2年次の2月頃から制作に取りかかり、3年次の6月
にはゼミ発表で披露できるほどまでに作り上げた。その完成
度の高さに、誰よりも境教授が驚いていたという。

こうして完成した「バーチャル熊本学園大学」はオープン
キャンパスで活用され、さらには学校法人熊本学園創立80
周年記念事業の１つに採用されることに。「コロナ禍で大学
見学に来られない遠方の高校生が、このバーチャル空間で
キャンパスを見学でき、さらに、今後は在学生との交流がで
きたりと、活用の可能性は大きく広がっていくと思います。多
くの人にバーチャルキャンパスを活用してもらえるよう、改良
を進めたいです」。ゼミをきっかけに新たな世界が開けたこと
で、情報系分野への就職など、将来の選択肢も増えたとい
う。「経済学科から進める将来の道が、想像よりも多いという
ことに気づけてよかった」と語る。何より、興味を持ったことに
躊躇なく飛び込み、自ら動き学ぶことで成し遂げるその姿勢
こそが、彼の未来の可能性を大きく押し広げている。

　世界のどの大学であっても「国際貿
易論」の講義は、「比較優位説」の説明か
ら始まります。この「比較優位」という概
念は、あの著名なイギリスの経済学者、
D.リカードによって1817年に展開され
ました。労働時間の追加や、新しい機械
の導入なしでも生産量を増やすことが
できるということは単純明快でありな
がら十分な意義をもっています。しかし
ながら、これよりも、ある一方ではなく
両方のすべての生産量が増えるという
結論は、200年以上の年月が経った今で
も色あせることなく、もっと輝いている
破壊力をもっていると思います。

　国家間の経済取引を研究の対象にす
るのが「国際経済学」です。熊本と東京
間の国内経済取引と、日本とアメリカ間
のような国際取引は基本的に同じしく
みです。しかし、国際取引には、法律、通

貨や文化の違いがあるので、国内経済
取引とは若干違ったアプローチが必要
です。これに加えて、世界経済のグロー
バル化によって「国際経済学」の範囲は
広がっています。
　冒頭で述べた「比較優位」は経済学以
外でも幅広く応用されています。業務
分担やアウトソーシング、サッカー選手
のポジショニングから、温室効果ガス
の削減のための「排出権取引」まで、そ
の背景には「比較優位」があります。

　最近、自国の利益を最優先する風潮
の台頭で、お互いに高い壁を作ったり、
力を見せびらかしたり、他者のものを
奪ったり、力でねじ伏せたりするニュー
スが多いです。「国際経済論Ⅰ」や「国際
貿易論」の講義から、両方の利益を最大
にする経済学の「均衡」と両方の利益が
増加する「比較優位」の考えの必要性に
ついて理解を深めてほしいです。

両方の生産量が増える

国内の取引と国際間の取引

平和をもたらす均衡

韓国ソウル出身。1993年来日。
2001年に本学経済学部に着任。
専門分野は国際経済学。
担当科目は国際貿易論、国際経済論など。

「バーチャル熊本学園大学」制作者
プロ顔負けの技術で、リアルなクマガクを仮想空間で再現

私の学問を支える名脇役 私が学問を志した頃

Profi le

おもしろい!

#50
Professor

渡邊 源喜さん
経済学科3年
（御船高等学校出身）

　ゼミでは貿易データを元に、

Excelで日本の国際貿易の現

状や特徴を分析しています。貿

易実務の演習では、ゼミ生同士

で輸出者や輸入者、金融機関な

どの役割を分担し、ロールプレ

イング形式で貿易の流れや経

済の動きについて理解を深め

ることができました。鋭い視点

でアドバイスをくださる金先生

ですが、気さくでユーモアにあ

ふれ90分があっという間です！

金先生の講義は
ココがおもしろい！

って

リアル感にこだわり試行錯誤の日々

ゼミの授業が大きなきっかけに

経済学科から見渡せる未来の広さも知った

経済学科4年（東稜高
等学校出身）市川 翠さん09

現役クマガク生の今
をご紹介します

「比較優位」という魔法

▼市川さんが制作した「バーチャル熊本学園大学」。
　「新1号館 みらい」を背に立つアバター

※ご利用には「cluster」アプリの
インストールが必要です。

※推奨環境については、「cluster」
のサイトをご確認ください。

経済学部教授

金 栄緑
KIM Youngrok

古典を読む
古典は時空を超えた普遍性に感動し
ます。『国富論』は1776年に出版され
ました。250年近くも前のものを完全
な形で手にすることができるのは、
本以外にないと思います。『資本論』
は、いつになったら読み終わるのや
ら、「商品と貨幣」で足踏み10年です。

◀バーチャル
熊本学園大学

日本への留学
留学していた大阪の大学には隣の女
子大学と合同で留学生会があり、「ふ
れあい」という新聞を発刊していまし
た。写真は大学院修士2年次に、留学
生会の会長を任され挨拶文が掲載さ
れたときの紙面です。修士論文が行
き詰まり、悩み多き時期でした。
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